
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 ＊上段は中間報
告、下段は最終報告

Ⅰ-① 11月実施予定。教職への意欲を喚起
する。
Ⅰ-② 7月以降に随時個別対応した。1次・2
次試験を想定した試験対策のアドバイスを
行った。。
Ⅰ-③ 4月に岡山県・岡山市・香川県・高知
県・鳥取県・島根県の各県別で実施。本番
に向けてのスケジュール確認を行った。
Ⅱ-① 4月26日に説明会を実施。県教委主催
研修の意義、手続き等を周知した。セン
ター窓口で49名の受講希望者を申し込みを
受け付けた。
Ⅱ-② 5月からマッチング形式の受付を実
施。2名が申し込んだ。
Ⅱ-③ 6月29日、7月13日に説明会を実施。
現場実習の意義、手続き等を周知した。
Ⅲ-① 5月13日人文科学部72名実施。 6月3
日教育学部124名、12月人文科学部受付中。
Ⅲ-② 4月15日教育学部61名実施。自己点検
の意義を啓発した。
Ⅳ-① 12月実施予定。１～３年生の教職へ
の意欲を喚起する。
Ⅳ-② ６月10日実施。4年生の本番に向けス
ケジュール確認を行った。
Ⅴ-① 10月17日岡山県実施、11名参加。11
月8日岡山市、11月15日広島県実施予定。採
用試験不合格者の就職を支援した。
Ⅴ-② 1～3月実施予定。新採用教員の現場
訪問を行い、卒業後の継続的支援体制を構
築した。
Ⅵ-① Ｒ館1階・3階、Ｂ館3階、Ｔ館1階に
各自治体の教員採用試験の実施案内等を随
時掲示した。
Ⅵ-② 書架に募集要項や問題集等を置き、
閲覧できるようにしている。新たに山陽新
聞、教育時報、日本教育新聞を閲覧可能に
した。

◎ ◎

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 教職支援センター

　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

中　期　目　標 中　期　計　画

Ⅰ-① 11月実施予定。教職への意欲
を喚起する。
Ⅰ-② 7月実施予定。1次・2次試験
を想定した試験対策のアドバイスを
行う。。
Ⅰ-③ 4月実施。本番に向けてのス
ケジュール確認を行う。
Ⅱ-① 4月実施。県教委主催研修の
意義、手続き等を周知する。
Ⅱ-② 4月実施。現場実習の意義、
手続き等を周知する。
Ⅱ-③ 6月実施。学内講座の有効性
を示す。
Ⅲ-① 年２回実施予定。自己点検の
意義を啓発する。
Ⅲ-② 年２回実施予定。自己点検の
意義を啓発する。
Ⅳ-① 12月実施予定。１～３年生の
教職への意欲を喚起する。
Ⅳ-② 5・６月実施予定。4年生の本
番に向けスケジュール確認を行う。
Ⅴ-① 10月実施予定。採用試験不合
格者の就職を支援する。
Ⅴ-② 1～3月実施予定。新採用教
員の現場訪問を行い、卒業後の継続
的支援体制を構築する。
Ⅵ-① Ｒ館1階・3階、Ｂ館3階、Ｔ
館1階に各自治体の教員採用試験の
実施案内等を随時掲示する。
Ⅵ-② 書架に募集要項や問題集等を
置き、閲覧できるようにする。

教職に向けた進路支援の方針を周知
する

Ⅰ．教員採用試験説明会
　① １～３年生教採概要説明
　② ３年生就職プレガイダンス
　③ ４年生直前説明会

Ⅱ．学内講座・学外研修
　① 教師への道研修
　② 教師への道インターンシップ
　③ 東京アカデミー学内講座

Ⅲ．模擬試験
　① 教員採用模擬試験
　② 公務員採用模擬試験

Ⅳ．就職前指導力養成講座
　① 教員採用試験体験報告会
　② 新採用教員体験報告会

Ⅴ．既卒者支援
　① 講師登録説明会
　② 新採用教員の職場訪問

Ⅵ．その他
　① 募集要項等の掲示
　② 教職ラウンジでの資料閲覧

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況



［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

Ⅰ-① 11月実施予定。教職への意欲
を喚起する。
Ⅰ-② 7月実施予定。1次・2次試験
を想定した試験対策のアドバイスを
行う。。
Ⅰ-③ 4月実施。本番に向けてのス
ケジュール確認を行う。
Ⅱ-① 4月実施。県教委主催研修の
意義、手続き等を周知する。
Ⅱ-② 4月実施。現場実習の意義、
手続き等を周知する。
Ⅱ-③ 6月実施。学内講座の有効性
を示す。
Ⅲ-① 年２回実施予定。自己点検の
意義を啓発する。
Ⅲ-② 年２回実施予定。自己点検の
意義を啓発する。
Ⅳ-① 12月実施予定。１～３年生の
教職への意欲を喚起する。
Ⅳ-② 5・６月実施予定。4年生の本
番に向けスケジュール確認を行う。
Ⅴ-① 10月実施予定。採用試験不合
格者の就職を支援する。
Ⅴ-② 1～3月実施予定。新採用教
員の現場訪問を行い、卒業後の継続
的支援体制を構築する。
Ⅵ-① Ｒ館1階・3階、Ｂ館3階、Ｔ
館1階に各自治体の教員採用試験の
実施案内等を随時掲示する。
Ⅵ-② 書架に募集要項や問題集等を
置き、閲覧できるようにする。

教職に向けた進路支援の方針を周知
する

Ⅰ．教員採用試験説明会
　① １～３年生教採概要説明
　② ３年生就職プレガイダンス
　③ ４年生直前説明会

Ⅱ．学内講座・学外研修
　① 教師への道研修
　② 教師への道インターンシップ
　③ 東京アカデミー学内講座

Ⅲ．模擬試験
　① 教員採用模擬試験
　② 公務員採用模擬試験

Ⅳ．就職前指導力養成講座
　① 教員採用試験体験報告会
　② 新採用教員体験報告会

Ⅴ．既卒者支援
　① 講師登録説明会
　② 新採用教員の職場訪問

Ⅵ．その他
　① 募集要項等の掲示
　② 教職ラウンジでの資料閲覧

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

◎

Ⅰ－① 岡山県・岡山市教育委員会と懇談
を持ち，教員採用試験の総括・来年度実施
方針の情報を入手し，共有を図るとともに
それを踏まえ，１２月１３日（水）に「教
員採用試験対策説明会」を実施し，採用試
験への意識を高めた。
Ⅰ－② 随時個別対応を行い，採用試験対
策の支援・アドバイスを行った。
Ⅰ－③ 次年度，４月～５月の岡山県・岡
山市・香川県・高知県・鳥取県・島根県の
説明会を計画している。受験スケジュー
ル・具体的手続き等について周知の準備を
している。
Ⅱ－① 県教委からの指示により応募者４
９名を３３名に絞り，講座が開始。３月１
７日第７回（最終回）に参加し，振り返り
を行い次年度に備える予定。
Ⅱ－② ２名の申込。活動曜日・時間帯が
先方と合わず，後期に再度マッチングの申
し込み手続き。１１月４日（木）１名追加
希望あり。インターンシップ申込期間終了
のため，岡山市学校支援ボランティアへの
手続きを行った。
Ⅱ－③ ６月２１日（水）説明会を実施。
１２月６日（水）より教員採用試験対策講
座開始。８０名参加。
Ⅲ－① １２月１６日（土）人文科学部延
べ５７名 実施。１２月２０日（水）初等教
育学科延べ１０４名実施。１２月２７日
（水）教育心理学科延べ５名実施
Ⅲ－② 公務員模試 教育学部延べ１６７
名実施
Ⅳ－① １１月２２日（水）教育心理学科
７７名参加。１２月１５日（金）初等教育
学科８０名参加，人文科学部３名参加
Ⅳ－②　来年度新採用者に随時協力依頼
Ⅴ－① １１月８日（水）岡山市実施６名
参加。１１月１５日（水）広島県実施１名
参加。１月１６日（火）島根県実施１名参
加。それぞれ講師登録申込書を提出したり
面接を行っていただいたりして採用試験不
合格者の講師採用の支援を行った。
Ⅴ－② 既卒者が勤務する職場の訪問につ
いて岡山市教委と協議したが，個人情報を
保護する観点から慎重な対応を求められた
ため実施できない状況にある。対応につい
て検討中である。
Ⅵ－① Ｒ館１・３階，Ｂ館３階，Ｔ館１
階に各自治体の採用試験実施案内等を随時
掲示。Ｈ３１年度教員採用試験概要につい
ては掲示に加え，印刷物にして希望者に配
付した。
Ⅵ－② 「募集要項」や「問題集」「山陽
新聞」「日本教育新聞」「教育時報」等を
書架に掲示するとともに，「Ｈ３０年度自
治体別採用試験情報」を公開し閲覧できる
ようにしている。また，掲示板を活用した
情報提供に努め，教員意識の醸成を図って
いる。



Ⅰ-① 各市町村における公立幼稚園
の採用情報を収集する予定。
Ⅰ-② 現場の実情に即した摸擬保
育・面接等を企画・運営は未実施。
Ⅱ-① ベテラン教員による進路選択
に関わる指導を随時行っている。
Ⅱ-② 現場の実情に即した摸擬授
業・面接等の指導を随時行ってい
る。
Ⅲ-① 既卒者名簿を現在作成中であ
る。連絡体制は年度末に卒業生にア
ンケートを実施予定。
Ⅲ-② 8月10～16日に採用試験二次
対策を実施した。

○ ○

Ⅰ－① 岡山県下自治体の公立幼稚
園採用情報の収集を行い，情報提供
できる準備を整えている。
Ⅰ－② 模擬保育・面接等の企画・
運営は未実施である。学部教員によ
り行われている。
Ⅱ－① ベテラン教員による進路選
択に関する相談・指導は年間を通じ
随時行っている。
Ⅱ－② 現場の実態に即した模擬授
業・面接等の指導は年間を通じ随時
行っている。
Ⅲ－① 入手した情報を集約し，既
卒者名簿の精度を高めている。県内
については平成２９年４月１日現在
で確認できた。さらに，アンケート
葉書による情報収集の準備を進めて
いる。
Ⅲ－② ８月１０～１６日採用試験
２次対策を実施するとともに，個別
に指導・支援を行い，６月以降県内
小中学校へそれぞれ１名の講師採用
ができた。また，在学生にも卒業後
の教職支援センターの積極的利用を
呼びかけている。

○ ○

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンスを
実施する。

将来の児童・生徒数減少、教員採用
数削減を想定し、優れた教員を輩出
する人材育成の組織体制を整備す
る。
Ⅰ．公立幼稚園の採用対策の強化
Ⅱ．教育現場の実情に即した教職ガ
イダンスの実施
Ⅲ．既卒者支援を可能とする組織体
制の整備

Ⅰ-① 各市町村における公立幼稚園
の採用情報を収集する。
Ⅰ-② 現場の実情に即した摸擬保
育・面接等を企画・運営する。
Ⅱ-① ベテラン教員による進路選択
に関わる指導を行う。
Ⅱ-② 現場の実情に即した摸擬授
業・面接等の指導をする。
Ⅲ-① 既卒者名簿を作成し、連絡体
制の整備をする。
Ⅲ-② 既卒者を対象にした採用試験
対策学習会を企画・運営する。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。



Ⅰ-① 教職支援センター長が教職課
程委員会に出席し、各学部・学科の
教職に関する提案や要望等を把握し
た。
Ⅰ-② 学内講座や模擬試験に関わる
諸問題について調整し、協力して解
決の道を探っている。
Ⅱ-① 教職支援センターの業務に関
する諸問題は共有化し、センター職
員が一丸となり対処している。
Ⅱ-② 毎週ミーティングを行い各自
の予定を把握すると共に、緊急時の
体制を整えている。
Ⅲ 各行事の参加者やセンター利用
者の把握を通して学生のニーズや周
知方法について評価している。

○ ○

Ⅰ－① 教職支援センター長が教職
課程委員会に出席し，各学部・学科
の教職に関する提案や要望等を把握
し，職員と情報を共有している。大
学の発展的成長に向けた諸提案も
行っている。
Ⅰ－② 学内模擬試験の日程や実施
上の諸問題について，東アカに対し
具体案の提示や検討を要望するなど
連携を図り，効果的な実施に努めて
いる。
Ⅱ－① 日々の業務内容について打
合せをした上で分担して取り組んで
おり，諸問題については教職支援セ
ンター内で共有し，一丸となって対
処・解決に努めている。
Ⅱ－② 週ごとのミーティングや日
頃から直接の話合い・メール等によ
り迅速な課題共有・意思疎通をはか
り，万一の緊急時に備えている。
Ⅲ 年間の取り組みを振り返
り，他大学の視察等も踏まえ，学生
ニーズや周知方法について評価し，
次年度につながる改善充実を図って
いる。

◎ ◎

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

教職支援の評価体制を構築し、評価
結果をもとに改善・向上に向けた取
り組みを行う。
Ⅰ．教職課程委員会との連携
Ⅱ．センター職員による自己点検
Ⅲ．各業務やその取り組みについて
適切性の観点から点検・評価し、改
善を図る

Ⅰ-① 教職支援センター長が教職課
程委員会に出席し、各学部・学科の
教職に関する提案や要望等を把握す
る。
Ⅰ-② 学内講座や模擬試験に関わる
諸問題について調整し、協力して解
決の道を探る。
Ⅱ-① 教職支援センターの業務に関
する諸問題は共有化し、センター職
員が一丸となり対処する。
Ⅱ-② 毎週ミーティングを行い各自
の予定を把握すると共に、緊急時の
体制を整える。
Ⅲ 各行事の参加者やセンター利用
者の把握を通して学生のニーズや周
知方法について評価する。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。


